
児
島
県
内
の
平
均
が
65
・
４
％
、

本
町
は
平
成
21
年
３
月
末
現
在
で

８
・
９
％
で
す
。
現
在
、
組
織
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
地
域
も
あ

り
、
そ
の
割
合
は
大
き
く
な
る
予

定
で
す
が
、
県
内
で
低
い
状
況
に

は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
規
模
な
災
害
時
に
、
行
政
や

消
防
、
警
察
と
い
っ
た
機
関
が
ど

こ
ま
で
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

か
、
そ
の
活
動
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
避
難
や
救
助
活
動
が
一
刻

を
争
う
と
き
、住
民
同
士
が
連
携
、

協
力
し
合
っ
て
、
地
域
の
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
自
主
防
災
組
織

の
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
中
国
の
四
川
大
地
震

や
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
、
岩
手

北
部
地
震
で
大
き
な
被
害
が
出
ま

し
た
。
本
町
で
も
、
い
つ
大
地
震

が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
地
震
だ
け
で
な
く
、
近
年

は
豪
雨
の
回
数
も
増
え
、
水
害
も

同
様
に
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
地
域
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
」と
い
っ
た
意
識
を
も
ち
、

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
に
関
心

を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
よ
う

　

自
主
防
災
組
織
は
ど
の
よ
う
に
し
て
立
ち
上
げ
る
の
か
。
町
で
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
自
治
公
民
館
を
母
体
と
し
て
組
織
す
る

方
法
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　

８
・
９
％
は
本
町
の
自
主
防
災

組
織
の
組
織
率
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
自
治
公

民
館
な
ど
の
単
位
で
つ
く
ら
れ
、

日
ご
ろ
は
防
災
知
識
の
啓
発
や
防

災
訓
練
に
取
り
組
み
、
大
地
震
や

洪
水
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
時
に

は
、
避
難
の
誘
導
や
負
傷
者
の
救

出
・
救
護
、
炊
き
出
し
な
ど
を
行

う
組
織
で
す
。

　

組
織
率
は
、
加
入
し
て
い
る
世

帯
数
の
割
合
で
す
。
昨
年
4
月
時

点
で
の
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率

は
、
全
国
平
均
が
69
・
9
％
、
鹿

地域の防災力を高める
自主防災組織
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